
業 務 仕 様 書  

 

１ 業務名称 日野川工業用水道水質計測器更新業務委託 

 

２ 業務場所 米子市八幡 

 

３ 履行期間 令和８年２月１６日限り 

 

４ 委託目的  本業務は日野川工業用水道の安定かつ良好な状態を維持するため、 

伏流水濁度計、配水濁度計及び配水アルカリ度計の更新を実施するものである。 

 

５ 業務内容 本業務は、図面等で示す下記の対象機器を更新するものとする。 

（１） 水質計測器更新 

浄水場内で運用している既設計測器との交換部品の共有及び故障時の応急復旧の代替

え使用のため新設する計測器の機種はつぎのとおりとする。 

1) 伏流水濁度計（表面散乱光方式濁度計）  …１台 

型式：TUF１６００型 

2) 配水濁度計（表面散乱光方式濁度計）  …１台 

型式：TUF１６００型 

3) 配水アルカリ度計（Aループ）   …１台 

型式：ALF１６００型 

（２） 撤去品の廃棄物処理    …１式 

   ※配水アルカリ度計は浄水場内の施設管理担当者の指示する場所に運搬して保管する。 

 

６ 提出書類 

（１） 業務責任者選任通知書    …２部 

（２） 業務工程表     …２部 

（３） 業務計画書     …２部 

（４） 業務報告書     …２部 

（機器納入仕様書、機器試験成績書、機器CADデータ、業務記録写真、その他必要な書

類） 

 

７ 対象機器の調達の遅れによる履行期間の延長 

この業務の履行期間には対象機器調達期間として、５ヶ月を見込んでいるが、受注者の

責に帰することができない事由により対象機器の調達が遅れ、履行期間内に業務を完了

することができない場合は、その理由を明示した書面により、発注者に履行期間の延長変

更を請求することができる。 

 

８ 既設アンカーボルトの流用 

既設アンカーボルトを流用する場合は、全数に対して目視により錆がないかを、打音・接

触検査により緩み等がないかを確認し、ノギスでボルトの最小径寸法を測定し最小寸法が

確保できていることを確認したうえで、全数に対して対象機器メーカーの耐震据付設計に



基づく引張荷重に等しい荷重により非破壊引張試験を実施するものとする。 

 

９ 一般事項 

（１）安全管理 

受注者は安全衛生に関する責任者を定め、労働安全衛生に関する法令を遵守するとと

もに、必要な表示・保安設備を完備し、履行期間中における危険・災害等の発生防止に努

めるものとする。 

また、万一事故が発生した場合は速やかに発注者に報告するとともに、受注者の責任に

おいて処理するものとする。 

 

（２）機器の停止 

業務の履行に当たり、対象機器以外の機器を停止する必要がある場合には、あらかじ

め施設管理担当者の了解を得るものとし、施設管理担当者立会のもと当該機器を停止す

るものとする。 

 

（３）試運転調整 

受注者は対象機器更新に伴い、諸量の計測が正常に機能していることを確認し、測定、

調整を行うこと。 

 

（４）補修 

業務の履行中に誤って施設に損傷を与えた場合は、受注者の負担において速やかに

補修するものとする。 

 

（５）廃棄物の処理 

本業務で発生した撤去品のうち廃棄物処理するものは、関係法令に基づき、受注者の

責任において処理すること。 

 

（６）時間的制約 

需要家等の状況により、業務の履行に時間的制約を設ける場合もあるため、その際に

は施設管理担当者の指示に従うものとする。 

 

（７）完了報告及び検査 

受注者は、業務を完了したときは業務完了報告書を発注者に提出し、発注者の検査を

受けるものとする。 

 

（８）品質保証期間 

保証期間は、（７）の検査合格の日から起算して、１年間とする。ただし、保証書等で１年

を超える定めのある場合は、その期間による。 

 

（９）疑義 

本仕様書の内容その他に疑義が生じた場合は必要に応じて、施設管理担当者と協議

して定める。 

 

（１０）その他 

業務の履行に当たっては、日時及び方法を施設管理担当者と十分協議し、施設の運営

に支障が生じないように努めるものとする。 
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　伏流水濁度計（表面散乱光方式濁度計）TUF1600型
　配水濁度計（表面散乱光方式濁度計）TUF1600型
　配水アルカリ度計（Aループ）ALF1600型

【特記事項】

・撤去した伏流水濁度計及び配水濁度計は産廃処分する。
・撤去した配水アルカリ度計は、解体等せずに浄水場内の指定する場所に搬入及び保管する。

・浄水場内で運用している既設計測器との交換部品の共有及び故障時の応急復旧の代替え使用のため新設する計測器の機種はつぎのとおりとする。

・給排水配管及び電気ケーブルは既設を流用する。延長が必要な場合は適切な方法で施工する。
・既設アンカーボルトの流用については業務仕様書「８　既設アンカーボルトの流用」に基づき施工する。
・配水濁度計及び配水アルカリ度計の基礎、アンカーボルトは既設を流用する。

（伏流水濁度計収納盤内）
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取水口ゲート

自動除塵機

取水ポンプ

取水流量計　ＦＬ１

除砂設備

電動スルースゲート 2.0B× 1.5H× 1門

回転式ネットスクリーン 2.5B× 8.0H× 1門

水中渦巻斜流ポンプ

　（現況）28,800m3／日 × 3台（内１台予備）

　（将来）28,800m3／日 × 4台（内１台予備）

電磁流量計φ700mm× 1台

サンドポンプ × 1台

常時開、河川水位、濁度異常等により遠方又は現場

操作で閉

Ｌ２とＬ３の水位差及びタイマーによる定時間運転

Ｌ８による廃水池水位一定制御（回転数制御）

ポンプ井水位Ｌ３の異常により自動停止

取水流量の指示、記録、積算

手動又は、タイマーによる定時間運転

制御システム

浄水施設

表流水流入弁

塩素注入（表流水）

塩素注入（伏流水）

凝集沈殿処理

凝集用薬品注入

電動バタフライ弁

次亜塩素酸ソーダ

　　　〃

混和機、フロキュレーター運転

苛性ソーダ、ＰＡＣ

仕　　様名　　称

配水池Ｌ８以下、沈砂池水位一定以上で開

着水井水位Ｌ６異常高水位及び配水池水位Ｌ８高にて閉

Ｌ６により流量演算、流量比例注入

取水流量計ＦＬ２により流量比例注入

原水濁度TB1 10度以上で凝集操作開始、10度以下で停止

濁度TB2水温、PH1電気伝導率により凝集コントローラー

で薬注量制御→処理水濁度TB3をコントローラーにフィ

ードバック→薬注量制御

名　　称 仕　　様 制御システム

送水施設（石州府）

送水ポンプ

多段渦巻ポンプ

（現況）4,200m3/日　×２

（将来）4,200m3/日　×４

送水流量計FL6 電磁流量計

石州府配水池水位L10による自動又は手動台数制御運転

送水流量の指示、記録、積算

名　　称 仕　　様

配水施設

配水池流入量 電動バタフライ弁
第１第２配水池水位L8及び石州府送水ポンプ井水位L9

H.W.Lで閉

配水池流出弁 　　　〃　　（将来　１台追加） 常時開、配水流量FL4,5異常で自動又は、手動閉

配水流量計FL4 超音波式

　〃　FL5、FL7 電磁流量計FL5（将来）、FL7

配水流量の指示、記録、積算

　　　　〃

制御システム

名　称 仕　　様 制御システム

排泥装置

排水処理施設

排泥装置

気圧式集排泥装置×１台

排泥池にて流量調整後送泥ポンプにて濃縮槽へ流入する。上澄水は着水井へ返送又は排水、濃縮汚泥は汚泥ポンプで天日

乾燥床に移送し、乾燥後トラックにて搬出する。

水中ポンプ×２台排水ポンプ 排水井水位による自動又は手動運転で日野川へ排水

凡例

将来予定

投込式（圧力式）水位計

静電容量式水位計

濁度計

ＰＨ計

電気伝導率計

電磁式流量計

ベンチュリ式流量計

水温計

アルカリ度計

残留塩素計

ポンプ

電動機

サンプリングポンプ

超音波式流量計

界面計

井戸ポンプ（仮設）


